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浅
見
幹
生
氏（
上
日
野
沢
）が
、
11

月
８
日
、
埼
玉
県
更
生
保
護
大
会
に

お
い
て
、
法
務
大
臣
表
彰
を
受
け
ら

れ
ま
し
た
。

　
浅
見
氏
は
、
昭
和
60
年
か
ら
現
在

に
至
る
ま
で
保
護
司
を
務
め
、
罪
を

犯
し
た
か
た
、
非
行
が
あ
る
か
た
の

更
生
を
助
け
る
だ
け
で
な
く
、
犯
罪

の
発
生
予
防
に
も
尽
力
す
る
な
ど
、

更
生
保
護
と
社
会
を
明
る
く
す
る
た

め
の
運
動
に
大
き
く
貢
献
さ
れ
ま
し

た
。

　
こ
れ
ら
の
永
年
の
功
績
が
認
め
ら

れ
、
こ
の
た
び
の
受
賞
と
な
り
ま
し

た
。

浅
見
幹
生
氏

　

法
務
大
臣
表
彰

　
人
権
は
、
誰
も
が
生
ま
れ
な
が
ら

に
し
て
も
っ
て
い
る
基
本
的
な
権
利

で
す
。

　
し
か
し
、
私
た
ち
の
ま
わ
り
で
は
、

気
が
つ
か
な
い
う
ち
に
人
間
と
し
て

の
尊
厳
を
傷
つ
け
、
人
権
を
侵
害
し

て
い
る
こ
と
が
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

　
同
和
問
題
を
は
じ
め
と
し
た
あ
ら

ゆ
る
差
別
を
な
く
す
た
め
に
は
、
お

互
い
の
人
権
を
認
め
合
い
、
尊
重
し

て
い
く
こ
と
が
何
よ
り
大
切
で
す
。

　
12
月
４
日
か
ら
10
日
ま
で
は
「
人

権
尊
重
社
会
を
め
ざ
す
県
民
運
動
強

調
週
間
」
で
す
。

　
こ
れ
を
機
会
に
、
私
た
ち
一
人
ひ

と
り
が
、
自
ら
の
生
活
を
見
つ
め
な

が
ら
、
現
代
社
会
の
不
合
理
や
偏
見

を
見
抜
き
、
あ
ら
ゆ
る
機
会
を
と
ら

え
て
人
権
の
大
切
さ
を
話
し
合
い
、

差
別
の
な
い
明
る
い
社
会
を
築
い
て

い
き
ま
し
ょ
う
。

　
人
権
・
同
和
問
題
を
考
え
る

　
　
　
　
　
　
　
　
県
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期　
日　
12
月
１
日
㈯

時　
間　
午
前
９
時
30
分
〜午

後
３
時

場　
所　
熊
谷
文
化
創
造
館

　
　
　
　
「
さ
く
ら
め
い
と
」

内　
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隣
保
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よ
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教
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集
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活
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舞
台
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清
水
ア
キ
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い
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ー
ク
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ョ
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ほ
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尊
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ざ
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運
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　町民一人ひとりが、お互いにかけがえのない存在で
あることを実感しなければなりません。
　｢思いやりの心」、「かけがえのない命」を大切にする
ことが、今まさに求められています。
　一人で悩まず、町の人権擁護委員にご相談ください。

“育てよう

　一人ひとりの　人権意識”

人権週間 12月４日㈫～10日㈪

町の人権擁護委員（敬称略）

　
高
齢
者
叙
勲
で
黒
沢
澄
氏（
野
巻
）

が
瑞
宝
双
光
章
を
受
章
さ
れ
ま
し
た
。

　
黒
沢
氏
は
、
昭
和
14
年
３
月
か
ら

昭
和
55
年
３
月
ま
で
の
41
年
余
に
わ

た
り
、
公
立
小
学
校
訓
導
、
埼
玉
師

範
、
青
年
師
範
学
校
教
官
、
公
立
高

等
学
校
教
諭
、
公
立
中
学
校
校
長
を

歴
任
さ
れ
、
昭
和
22
年
に
は
文
部
省

主
催
指
導
主
事
講
習
を
終
了
さ
れ
ま

し
た
。

　
ま
た
、
昭
和
25
年
９
月
か
ら
昭
和

28
年
10
月
ま
で
県
教
育
局
秩
父
出
張

所
の
指
導
委
員
、
昭
和
28
年
11
月
か

ら
昭
和
39
年
３
月
ま
で
県
教
育
局
の

指
導
主
事
を
歴
任
さ
れ
、
何
ご
と
に

も
情
熱
と
信
念
を
も
っ
て
あ
た
り
、

そ
の
卓
越
し
た
指
導
力
で
、
埼
玉
県

の
学
校
教
育
お
よ
び
社
会
教
育
の
発

展
に
大
き
く
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

黒
沢　

澄
氏

　

瑞
宝
双
光
章

　
秋
の
叙
勲
で
茂
木
吾
郎
氏（
皆
野
）

が
瑞
宝
双
光
章
を
受
章
さ
れ
ま
し
た
。

　
茂
木
氏
は
、
昭
和
34
年
４
月
か
ら

平
成
９
年
３
月
ま
で
の
38
年
間
に
わ

た
り
、
公
立
小
学
校
教
諭
、
小
学
校

教
頭
、
小
学
校
校
長
、
ま
た
県
教
育

局
秩
父
教
育
事
務
所
社
会
教
育
主
事
、

主
任
社
会
教
育
主
事
、
県
立
名
栗
少

年
自
然
の
家
所
長
を
歴
任
さ
れ
、
崇

高
な
教
育
理
念
の
も
と
に
情
熱
と
信

念
を
も
っ
て
、
学
校
教
育
お
よ
び
社

会
教
育
の
振
興
と
充
実
に
尽
く
さ
れ

ま
し
た
。

　
ま
た
、
平
成
11
年
９
月
か
ら
平
成

18
年
３
月
ま
で
の
６
年
余
に
わ
た
り

町
教
育
委
員
会
教
育
長
を
務
め
、
日

野
沢
小
学
校
の
統
合
や
皆
野
小
学
校

の
校
舎
改
築
な
ど
に
尽
力
さ
れ
、
皆

野
町
の
教
育
の
充
実
と
振
興
に
大
き

く
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

茂
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瑞
宝
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章


